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前橋市長から定期監査の結果に対する措置について通知がありましたので、地方自
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教育委員会事務局定期監査結果に係る措置通知書 
 

                                         監査期間 令和６年１月１７日～３月１３日  

                                           措置通知書提出日 令和６年４月９日     
 
 

監   査   結   果 

（指摘・要望事項） 

指摘事項に対する措置内容及び 
要望事項に対する考え方等 

【監査対象所属：教育施設課】 
 

１ 契約事務について（指摘事項） 

(1) 契約書の記載事項について 

学校施設防火設備定期点検業務の契約

書において、契約規則第５３条で規定する

契約書に記載しなければならない事項のう

ち、契約保証金に関する事項が記載されて

いなかった。 

令和２年度の監査指摘事項の改善が不

十分な状況であることを再確認するととも

に、契約規則にのっとり適正な事務処理を

行うよう改善されたい。 

 

【監査対象所属：文化財保護課】 
 

１ 財産管理事務について（要望事項） 

(1) 総社庁舎の維持管理について 

財務規則第１８４条において、主務課長 

はその所管に属する公有財産について、使

用状況の適否、維持保全状況の適否、その

他公有財産の管理上必要な事項に関して常

にその状況を把握し、適切な措置を講じな

ければならないと規定している。 

しかし、総社庁舎の屋上の防水シートが 

切れているため、雨水が建物内に侵入し１

階及び２階の天井から雨漏りしている箇所

が多数あった。 

また、雨漏りによる電気設備の漏電や、

雨漏り箇所にすでにカビが発生しているた

め、職員への健康被害も懸念される状況で

ある。 

このような状況や、重要な文化財の展示

を市民が見学に来庁する施設であることも

踏まえ、財務規則にのっとり適切な措置を

講じるよう、今後の文化財保護課の事務所

の所在の在り方を念頭に、文化財保護課の

みでなく、教育委員会事務局全体として検

討されたい。 

 

 

 

 
 

 

 

契約書の記載事項については、今後、契約

規則等にのっとり契約書に契約保証金に関す

る事項を記載することとし、令和６年度に使

用する契約書様式に契約保証金に関する記載

をしておき、確実に改善できる対応を行った。 

また、工事担当及び契約担当のダブルチェ

ックを行うことで、適正な事務処理を行うこ

ととした。 

 

 

 
 

 

 

庁舎屋上の防水シートの切れている箇所に

おいて、雨漏りの修繕の検討を進めるととも

に、電気設備の漏電対策について、電気工事

業者による点検を早期に実施し、点検結果に

基づき危険箇所の優先順位の高い箇所から順

次、修繕を行うこととした。 

また、庁舎の修繕に加え、文化財保護課の

事務所の所在の在り方について、移転も視野

に入れて教育委員会事務局全体で検討するこ

ととした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



監   査   結   果 

（指摘・要望事項） 

指摘事項に対する措置内容及び 

要望事項に対する考え方等 

【監査対象所属：教育支援課】 
 

１ 契約事務について（指摘事項） 

(1) 指名業者の選定について 

総合教育プラザ自動ドア保守点検業務に

おいて、契約規則第１３条第１項では、指

名競争入札に参加させようとする者を３人

以上指名するものと規定しているが、特別

の事由もなく指名競争入札の選定業者を２

者として入札を実施していた。 

契約規則にのっとり適正な事務処理を行

うよう改善されたい。 

(2) 契約書の記載事項について 

児童文化センター自動ドア保守点検業務

の契約書において、契約規則第５３条に規

定する契約書に記載しなければならない事

項のうち、契約保証金に関する事項が記載

されていなかった。 

契約規則にのっとり適正な事務処理を行

うよう改善されたい。 

 

２ 財産管理事務について（要望事項） 

(1) 施設の有効活用に向けた園児数の確保に

ついて 

市立幼稚園においては、まえばし幼稚園、

おおご幼稚園、令和６年３月３１日で閉園

予定の宮城幼稚園があり、それぞれ１８０

人の定員に基づく施設となっている。 

園児数の直近１０年の推移は、まえばし

幼稚園が令和元年度の１３８人、おおご幼

稚園が平成３０年度の１３６人を境に継続

的に減少しており、令和５年５月１日現在

では、それぞれ６５人、４２人と大きく定

員を下回っている。施設監査として確認し

たおおご幼稚園では、６部屋ある保育室の

約半分が空室に近い状態であり、利用され

ている３部屋もその広さを十分に活用して

いるとは言えない状況であった。 

各幼稚園では、定員の充足を図るために、

未就園児と保護者を対象にした入園体験を

実施するなど、年間を通した対策を行って

はいるものの、幼児教育・保育の無償化（３

～５歳児）の影響や、私立幼稚園等の教

育・保育を受けられる選択肢が多数あるこ

となどから、園児数を増加させるまでの成

果は表れていないのが現状である。 

本市の年齢別人口（３～５歳）は、直近

 
 

 

 

今後は、契約規則、役務等業務委託契約事

務マニュアル等にのっとり、契約事務が行わ

れるよう、担当係長、所属長など複数人によ

る書類のチェックを徹底し、指名競争入札に

参加させようとする者を３人以上指名すると

した引継ぎ書類を作成しておき、次回の事業

実施時に改善できる対応を行った。 

 

 

今後は、契約規則、役務等業務委託契約事

務マニュアル等にのっとり、契約事務が行わ

れるよう、担当係長、所属長など複数人によ

る書類のチェックを徹底し、契約保証金に関

する事項を記載した令和６年度の契約書で締

結を行った。 

 

 

 

 

 

園児数の増員確保に向けて、前橋市立幼稚

園ＰＴＡ連絡協議会から要望されている夏季

休業中の預かり保育の期間延長について検討

をするために、保護者のニーズを把握するア

ンケートを実施することを決定した。 

また、現在実施している入園体験や幼稚園

教育のＰＲの充実にも取り組み、認定こども

園化についても、検討していくことを決定し

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



監   査   結   果 

（指摘・要望事項） 

指摘事項に対する措置内容及び 

要望事項に対する考え方等 

１０年の推移から今後も減少が伺えるが、

公の施設の有効活用の推進や、前橋市教育

振興基本計画に掲げる「保育の充実を目指

す幼児教育の推進」を実現するため、教育

委員会事務局はもとより、こども未来部な

どの関係所属と連携を図り、園児数の増員

確保に一層努められたい。 

 

【監査対象所属：図書館】 
 

１ 契約事務について（指摘事項） 

(1) 契約書の記載事項について 

図書館所蔵貴重資料保管業務の契約書

において、契約規則第５３条に規定する契

約書に記載しなければならない事項のうち、

契約保証金に関する事項が記載されていな

かった。 

契約規則にのっとり適正な事務処理を行

うよう改善されたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

今後は、契約規則、役務等業務委託契約事

務マニュアル等にのっとり、契約事務が行わ

れるよう、係長、正副担当者の複数の職員に

よる「確認チェックリスト（役務等業務委託

契約手続）」の運用を徹底し、令和６年度使用

予定の契約書ファイルに契約保証金に関する

記載をあらかじめしておき、契約を締結した。 

再発防止対策として、過去の監査指摘事項 

等について改めて周知徹底を図った。 
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